ダンス創作能力と心身の健康との関連性について by 佐藤 節子
ダンス創作能力と心身の健康の関連性について 
 －43－
ダンス創作能力と心身の健康の関連性について１   
 
The Relationship of  
Dance Creativity and Mental and Physical Health 
 
佐藤 節子 
SATO Setsuko 
 
 
Abstract 
 
This research seeks to clarify the relationship between dance creativity and mental 
and physical health. To this end, investigation covering the level of health and 
lifestyles of students in a creative dance class was carried out at a women's university 
in 2003 with 67 freshmen who were not dance majors. Dance creativity and the data 
from this investigation were scored by an original method. This scored data was 
subjected to the principal components analysis method, and the following results were 
obtained. 
1. Actions taken to avoid stress, to engage in physical exercise, and sleep contribute 
to mental and physical health. 
2. It was shown that evaluation of the degree of accomplishment, the quality of 
composition, and originality of theme is connected with the number of dance 
movements which developped basic movements and the number of dance 
formations. 
3. The investigation revealed that creativity in dance movements and formations is 
deeply related to the physical health and sufficient sleep. 
4. As for the group that received high evaluation scores for level of accomplishment, 
quality of composition, and originality of theme in dance performance, results of this 
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investigation suggested that, more than for other groups, group members’ ability to 
create dance movements and formations was high, that the level of their physical, 
mental, and social health was high, and that they got adequate sleep.  
 
 
Ⅰ．目的 
 
本研究では、ダンス創作能力の中から動きの創作能力と並び方の創作能力を取り上げ、
心身の健康との関連性を探る。 
ダンス創作能力にはさまざまな要素があるが、まず挙げられるのが動きを創作する能力
であろう。ダンスの動きは、律動性、技術、感性、力動感などの美的表現を目標としてお
り、そのような動きを創作するには、身体が動ける状態にあることが必要となる。そのた
めには身体が健康であることが求められ、身体の健康には運動、栄養、休養などの生活習
慣が大きく関わってくると考えられる。 
ダンス創作過程では発想の豊かさや良いアイデアのひらめきが求められるが、十分な睡
眠はひらめきを促すと言われている２。したがって睡眠を良くとる習慣は、発想の豊かさ
という観点からも関連があると考えられる。 
グループでダンスを創作する際には、並び方の創作能力もダンス創作能力の一つに挙げ
られよう。並び方は、誰もが考える横一列や円形からどのように変化発展させていくかと
いった空間における人の美的配置や、人と人との関わりの表現である。人と人との関わり
の表現を創作するには、親密度や勢力関係などの人間関係を表現する法則を理解して実践
できることが求められ、社会的スキル３、４や社会的健康が関連すると推察される。 
グループによるダンス創作過程では、アイデアを仲間に伝える能力、仲間のアイデアを
理解し共感する能力および協調性といった社会的スキルが求められる。さらに、意見の対
立による葛藤を乗り越える能力や、行き詰まってもあきらめずに解決の糸口を探す能力が
求められる。したがって社会的健康や精神的健康が大きく関わると考えられる。 
動きの表現や並び方の創作能力はそれぞれ数、広さ、深さ、独自さという観点から捉え
られる。このような創造的な表現を発想することは、問題解決能力やストレス回避能力に
も応用できると考えられ、精神的健康や社会的健康と関連があると推察される。 
筆者は先行研究５において、ダンスを専門としない一般の女子大学 1 年生 86 名を対象
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に、健康度・生活習慣検査６、創作ダンスの授業、および創造性検査７を 2000 年から
2002 年にかけて実施した。得られたデータは独自の方法で得点化し、主成分分析法で分
析した。その結果、以下の結果が得られた。第 1 に、動きの広さ、動きの数、動きの独
自さを表現する能力は身体的健康や、運動や休養面での良好な生活習慣と関連がある。第
2 に、並び方の深さを表現する能力は社会的健康、創造性および休養と関連がある。これ
らの結果は上述の推察の一部を裏付けると考えられる。 
本研究では、ダンス創作能力と心身の健康の関連性を少しでも明らかにし、一般の女子
大学生に提供するダンス教育や健康教育のための一助とすることを目的とし、筆者の先行
研究や上述の推察を裏付けるための追調査を行う。 
 
 
Ⅱ．方法 
 
１．実施対象と時期 
 
実施対象は健康・運動科学実習を受講する女子大学 1 年生 67 名である。健康度・生活
習慣検査は 2003年 11月に実施し、創作ダンスの授業は 2003年 12月に実施した。 
 
 
２．実施内容 
  
創作ダンスの授業は 90 分授業を 4 回実施した。1 回目では、ダンスウォームアップの
後、筆者の用意した音楽を用いて最低 8×8 拍の長さで創作することを指示した。学生た
ちは 5～10 人のグループになり、音楽からイメージする事柄やテーマ話し合い、動きの
デッサンを行った。2、3 回目はダンスウォームアップの後、グループで創作活動をし、
テーマに合う動き、始まりと終わりや盛り上がりの部分などの構成、展開に沿った動きな
どを決めた。4 回目には完成させ、生き生きとしてメリハリや情感のある表現ができるよ
うに練習した後、発表をビデオ撮影した。 
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３．調査項目とその得点化 
 
健康度・生活習慣診断８では、47 の質問の 5 段階得点を 12 の因子に分類し、合計した。
健康度・生活習慣診断検査の 12項目とその下位設問は以下のとおりである。 
（１）身体的健康度…ぐっすり眠る、食欲・体力ある、肥えすぎやせすぎない。 
（２）精神的健康度…グループ適応、イライラなし、勉強・仕事スムーズ。 
（３）社会的健康度…生活充実、教養・趣味あり、希望・夢ある、行事参加。 
（４）運動行動・条件…運動実施・運動意志あり、仲間・時間・場所に恵まれている。 
（５）運動意識…効果の認知、楽しい、運動することを期待されている。 
（６）食事のバランス…蛋白質、緑黄野菜、根菜類、果物を食べ、食品の組み合わせやバ
ランスが良い。 
（７）食事の規則性…朝食・昼食・夕食のずれ少ない、欠食ない。 
（８）嗜好品…アルコール・タバコは少ない。 
（９）休息…平日の休息・週１回の休日あり、静かに過ごす時間を持っている。 
（１０）睡眠の規則性…消灯時間・起床時間・１日の睡眠時間のずれは少ない。 
（１１）睡眠の充足度…十分な睡眠時間があり、昼間の眠たさなく、目覚めや休み明けの
体調はよい。 
（１２）ストレス回避行動…体重コントロール、良い人間関係、ストレス解消、気分転換
をしている。 
各グループの発表をビデオ分析し、動きと並び方をそれぞれ数、広さ、独自さ、深さの
４項目に分類し得点化した。これら 4 項目への分類は東京心理の創造性検査による分類
を参考にし、片岡９の手法を応用した。 
並び方の分類と得点化は以下のとおりである。 
並び方の数は、6分類の基本的並び方（横 2列、横 1列、円、縦 2列、V字、縦 1列）
から変化の詳細へと分類した並び方を１単位として合計した。 
並び方の独自さは、1グループにのみ出現した並び方を 4点、2グループ出現を 3点、
3グループ出現を 2点、4グループ以上出現を 1点とし、得点の合計を並び方の数で割っ
た。 
並び方の広さは、６分類の基本的並び方（横 2 列、横 1 列、円、縦 2 列、V 字、縦 1
列）を 1単位とした。例えば 6分類の並び方すべてを表現した場合は 6点とした。 
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並び方の深さは、並び方の数を並び方の広さで割り、基本となる並び方を発展させた数
を示した。 
動きの分類と得点化は以下のとおりである。 
動きの数は、11 分類の脚の基本的動き（歩く、走る、回転移動、両足そろえて立つ、
両足肩幅に立つ、両足前後に立つ、片足で立つ、回転、跳躍、座位、臥位）から上体の動
きへと分類した動きを 1単位として合計した。 
動きの独自さは、1 グループにのみ出現した動きを 5 点、2 グループ出現 4 点、3 グル
ープ 3点、4グループ 2点、5グループ以上に出現した動きを 1点として合計し、動きの
数で割った。 
動きの広さは、11 分類の脚の基本的動き（歩く、走る、回転移動、両足そろえて立つ、
両足肩幅に立つ、両足前後に立つ、片足で立つ、回転、跳躍、座位、臥位）を 1 単位と
した。例えば、11分類中 8分類の表現をした場合は 8点とした。 
動きの深さは、動きの数を動きの広さで割り、基本となる動きを発展させた数を示した。 
さらに発表したダンスの完成度、構成の良さおよびテーマの独創性の観点から筆者の主
観による評価を 5段階で得点化した（表 1～5）。 
表1　並び方の分類（独自さ得点は1グループにのみ出現した並び方を4点、2グループに出現を3点とした）
基本的並び方とその変化 方向とその変化 変化の詳細 グループ 独自さ得点
横2列から横2列へ 正面から2列向き合いへ 1 4
横2列から横2列へ 正面と2人向き合いから正面へ 4人と2人組の入れ替え 5 4
横2列から横2列へ 2人向き合いから正面へ 7 4
横2列から横2列へ 正面から2人向き合いへ 7 4
横2列から4小円へ 2列向き合いから進行方向へ 2人組みへ 1 4
横2列から縦一列へ 正面から正面へ 5 4
横2列から3小円へ 正面から円心と進行方向 3人組と2人組へ 6 4
横2列から円へ 2人向き合いから円心へ 7 4
横１列と小円から横2列へ 正面と進行方向から正面と2人向き合いへ4人と2人組の入れ替え 5 4
横1列から横１列と小円へ 正面から正面と進行方向へ 4人と2人組みへ 5 4
横１列から円へ 正面から外へ 2 4
横１列から円へ 正面から円心へ 3 4
横１列から縦1列へ 正面から正面へ 6 4
円から二重円へ 円心から円心へ 1 4
円から小円へ 円心から円心へ 3 4
円から横1列へ 円心から正面へ 5 4
円から縦2列へ 円心から2列向き合い 8,9 3
円から横2列へ 円心から正面へ 7 4
二重円から二重円へ 円心から外へ 1 4
小円から横１列へ 外から正面へ 3 4
4小円から4小円へ 進行方向から進行方向へ 2人組から別の2人組みへ 1 4
4小円 から円へ 進行方向から円心へ 2人組から 1 4
3小円から横1列へ 円心と進行方向から正面へ 3人組と2人組から 6 4
3小円から逆Ｖ字へ 進行方向から正面へ 3人組から 8 4
2小円から円へ 進行方向と円心から円心へ 3人組と2人組から 4 4
縦2列から3小円へ 2列向き合いから進行方向へ 3人組へ 8 4
縦2列から逆Ｖ字へ 2列向き合いから正面へ 2 4
縦2列から縦１列へ 2列向き合いから正面へ 5 4
縦2列から狭い縦2列へ 2列向き合いから正面へ 9 4
逆Ｖ字から縦2列へ 正面から2列向き合いへ 2 4
縦１列から縦2列へ 正面から2列向き合いへ 5 4
縦1列から2小円へ 正面から進行方向と円心へ 3人組と2人組へ 4 4  
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表2　グループ別並び方得点
グループ 並び方の数 並び方の広さ 数÷広さ=並び方の深さ得点別数×独自さ得点÷数＝並び方の独自さ
1 6 2 3 6×4÷6=4
2 3 3 1 3×4÷3=4
3 3 2 1.5 3×4÷3=4
4 2 2 1 2×4÷2=4
5 7 5 1.4 7×4÷7=4
6 3 3 1 3×4÷3=4
7 4 2 2 4×4÷4=4
8 3 2 1.5 （2×4＋3）÷3=3.67
9 2 2 1 （4＋3）÷2=3.5  
表３　非移動の動きの分類
（独自さ得点は、1グループのみ出現した動きを5点、2グループに出現を4点、3グループに出現を3点、
4グループに出現を2点、5グループ以上に出現を1点とした）
全身位置 脚の基本的動き 上体の動き グループ番号 独自さ得点
立位 両足揃えて立つ 両手上 3,9 4
立位 両足揃えて立つ 両手上で手の平をあわせる 3 5
立位 両足揃えて立つ 両手下 4,6 4
立位 両足揃えて立つ 両手腰 7 5
立位 両足揃えて立つ 両手膝、上体前曲げ 9 5
立位 両足揃えて立ち膝を曲げる 両手の平合わせて下、上体丸める 3 5
立位 両足揃えて立ち膝を曲げる 両手上から床へ 3 5
立位 両足揃えて立ち膝を曲げる 両手の平あわせ上から下へおろす 3 5
立位 両足揃えて立ち膝を曲げ開閉 両手クロス両膝に触れる 5 5
立位 両足肩幅に立つ 両手上 1,3,5,6,7,8 1
立位 両足肩幅に立つ 両手上で左右に振る 2 5
立位 両足肩幅に立つ 隣の人と肩組み、上体左右に揺らす 5 5
立位 両足肩幅に立つ 手拍子 5 5
立位 両足肩幅に立つ 片手で相手の頬をたたく 5 5
立位 両足肩幅に立つ 両手の平を向き合ってたたく 7,9 4
立位 両足肩幅に立つ 両手横、上体左右に揺らす 5 5
立位 両足肩幅に立つ 両手胸から横上下に出す 5 5
立位 両足肩幅に立つ 両腕横で上下させて円を描く 5 5
立位 両足肩幅に立つ 両手胸、両膝で円を描く 5 5
立位 両足肩幅に立つ 両手前の人の肩に置き、両膝で円を描く 5 5
立位 両足肩幅に立つ 両手前の人の肩に置き、上体左右に曲げる 7 5
立位 両足肩幅に立つ 両手頭上で円を描く、腰も回す 7 5
立位 両足肩幅に立つ 相手と両手をつなぎ左右にゆれる 6 5
立位 両足肩幅に立つ 両手腰、腰を左右に振る 6 5
立位 両足肩幅に立つ 両手腿、両膝で円を描く 6 5
立位 両足肩幅に立つ 両手下 9 5
立位 両足前後に開き立つ 両手大きく振り回し床へ、上体伏せる 9 5
立位 両足前後に開き立つ 両手上、上体そらす 3 5
立位 片足横に上げて足踏み 両手左右上へ放り出す 7 5
立位 片足交互に横に上げる 片手左右上へ放り出す 7 5
立位 片足後ろ爪先床、前足膝曲げ 右手前、左手後ろ、上体前曲げ 7 5
立位 片足交互に前に出す 両手上から左右下へ振り下ろす 7 5
立位 片足交互に横に出す 両手頭上で円を左右に描く 7 5
立位 片足交互に横に出す踵床、支持脚膝曲げ両手腰 7,6 4
立位 キック（相手のすね） 両手下 5 5
立位 片脚前上げ 両手前に伸ばす 2 5
立位 両足軸１回転 右手上 2 5
立位 片足前キックホップ 手は腰 1 5
立位 片足前キックホップ 両手上 1 5
立位 片足横ホップ 両手下 4 5
立位 片足横ホップ 手拍子両手隣とたたく 4 5
立位 片足ホップ 片手つま先 1 5
立位 片足ホップ 両手下 2 5
立位 両足閉脚ホップ、半回転 両手下 9 5
立位 両足閉脚ホップ、1/4回転 両手下 7 5
立位 片脚前ホップ 両手隣とつなぐ 2 5
立位 片脚前ホップ 両肩組む 5,6 4
立位 両足ジャンプ 両手上 4,5,8,9 2
座位 しゃがむ 両手膝 4,7,6 3
座位 しゃがむ 両手つなぐ 8 5
座位 片膝 両手上 1,3 4
座位 片膝 両手床 2 5
座位 片膝 片手横 6 5
座位 片膝 両手横 5 5
座位 片膝 両手下 8 5
座位 正座 両手床後ろ上体そる 3,9 4
座位 正座 両手頭床肘を揺らす 3 5
座位 正座 両手合わせて上へ伸ばす 3 5
座位 正座 両手床、上体前伏せる 3,9 4
臥位 うつ伏せ 両手頭上で床 3 5
臥位 うつ伏せから正座 両手床 3 5  
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表４　移動の動きの分類
（1グループのみ出現5点、2グループに出現4点、3グループに出現3点、4グループに出現2点、5グループ以上に出現1点）
全身位置 脚の基本 脚の動き 動の方向 上体の動き グループ番号 独自さ得点
立位 歩く 前へ 両手下 1,4,5,8 2
立位 歩く 前へ 片手上 1 5
立位 歩く 前へ 手拍子 2 5
立位 歩く 前へ 隣と両手をつないで上 1 5
立位 歩く 前へ 隣と両手つないで下 2 5
立位 歩く 前へ 片手を組む 6 5
立位 歩く 前へ 両手腰 5 5
立位 歩く 前へ 両手前 8 5
立位 歩く 前へ 両手上 3 5
立位 歩く 後ろへ 両手横 8 5
立位 歩く 後ろへ 腕組み 5 5
立位 歩く 後ろへ 片手上 1 5
立位 歩く 後ろへ 両手をつなぐ 1,2 4
立位 歩く 回転しながら 横へ 両手下止まって手拍子 2 5
立位 歩く 回転しながら 横へ 両手上 3 5
立位 歩く 回転しながら 横へ 両手頭上で円を描きながら 9 5
立位 歩く 出してそろえる 横へ 両手胸から横上下に出す 5 5
立位 歩く 横へ 両肩組む 5 5
立位 歩く ボックス 前へ 手拍子 1 5
立位 歩く ボックス 前へ 両手上と下で左右に振る 2 5
立位 歩く サイドクロス 横へ 隣と両手つなぐ 4,8 4
立位 歩く サイドクロス 横へ 両手下 2 5
立位 歩く サイドステップ 左右へ 片手ずつ左右へ出す 2,5 4
立位 歩く サイドステップ 左右へ 片手ずつ上へ上げる 2 5
立位 歩く サイドステップ 左右へ 両手胸の前で半円描く 2,5 4
立位 歩く サイドステップ 左右へ 両手上 7 5
立位 走る 前へ 両手横 5 5
立位 走る 前へ 腕前後に振る、上体脱力、首前後に振る 7 5
立位 走る 前へ 両手下から上へ、上体丸めて伸ばす 3 5
立位 走る サイドホップステップ 横へ 両手横 9 5
立位 走る スキップ 前へ 両手を上で揺らす 9 5
立位 走る スキップ 前へ 片手を相手とたたく 8 5
立位 走る スキップ 横へ 両手つないで 4,7 4
立位 走る スキップ 前へ 両手下 5,6 4
立位 走る スキップ 後ろへ 両手下 5,7,8 3
立位 走る スキップ 前へ 片腕を相手と組む 1,4,5,6,7,8,9 1
立位 走る ツーステップ 前へ 腕を前と後に振る 6 5
立位 走る ツーステップ 前へ 片手を組む 6 5
立位 跳ぶ 片足前でホップ 後ろへ 両手上 2 5
立位 回転 ピボットターン 前へ 両手下 2 5
臥位 回転 床を転がる 横へ 全身伸ばし両手頭上で床に 3 5  
 
表５　グループ別動きの得点
グループ 動きの数 独自さ得点の合計÷数＝動きの独自さ 動きの広さ 数÷広さ＝動きの深さ
1 11 （7×5＋2×4＋2＋2）÷11=47÷11=4.3 5 2.2
2 16 （14×5＋3×4）÷16=82÷16=5.1 7 2.3
3 18 （13×5＋4×4＋１）÷18=82÷18=4.6 8 2.3
4 9 （2×5＋3×4＋3＋2×2＋1）÷9=30÷9=3.3 5 1.8
5 25 （16×5＋4×4＋3＋2×2＋2）÷25=105÷25=4.2 7 3.6
6 14 （7×5＋4×4＋3＋1×2）÷14=56÷14=4 7 2
7 18 （11×5＋3×4＋2×3＋2×１）÷18=75÷18=4.2 5 3.6
8 10 （5×5＋1×4＋1×3＋2×2＋1×2）÷10=38÷10=3.8 5 2
9 13 （7×5＋4×4＋1×2＋1×1）÷13=54÷13=4.2 7 1.9  
 
 
４．分析方法 
 
まず、健康度・生活習慣診断の予備調査項目である「健康状態」、「健康満足度」、「スポー
ツ」、「運動の仕方」および「健康度と生活習慣総合得点」の度数分布を算出した。次に個人デー
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タにおける健康度･生活習慣診断の 12 項目の得点の相関係数（Pearson）を求めた。さらに 9
グループにおける健康度･生活習慣診断の 12 項目の得点平均値と、ダンス創作能力の 9
項目の得点の相関係数（Spearman）を求めた。 
健康度･生活習慣とダンス創作能力との関係を探るために主成分分析を行った。使用し
たデータは、9グループにおける健康度･生活習慣診断の 12項目の得点平均値と、ダンス
創作能力の 9 項目の得点である。相関行列算出後、固有値 1 以上の主成分の中から 5 主
成分を抽出し、さらに主成分得点を算出した。また、主成分ごとの尺度の信頼性を求める
ためにアルファ係数を算出した。分析に使用したソフトは SPSSである 10。 
 
 
Ⅲ．結果 
 
１．予備調査項目と「健康度と生活習慣総合得点」の度数分布 
 
「健康状態」の 5 段階評価では、5（非常に健康的）が 9.5％、4（かなり健康的）が
28.6％、3（どちらともいえない）が 38.1％、2（あまり健康的でない）が 22.2％となっ
た。 
 「健康満足度」の 5 段階評価では、5（非常に満足）が 7.9％、4（やや満足）が
28.6％、3（どちらともいえない）が 11.1％、2（やや不満足）が 46.0％、1（非常に不満
足）が 4.8％となった。 
 「スポーツ」は、2（所属している）が 39.7％、1（所属していない）が 58.7％となっ
た。 
 「運動の仕方」への 5 段階評価は、5（長期継続）が 3.2％、4（継続 6 ヶ月以内）が
17.5％、3（不定期継続）が 25.4％、2（していない、これから始めよう）が 30.2％、1
（していない、するつもりなし）が 21.3％となった。 
 「健康度と生活習慣総合得点」の充実型（健康度高く、生活習慣も望ましい）は
31.7％、生活習慣要注意型（健康度は高いが、生活習慣は望ましくない）は 23.8％、健
康度要注意型（生活習慣は望ましいが、健康度は低い）は 4.8％、要注意型（健康度は低
く、生活習慣は望ましくない）は 39.7％となった。 
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2．個人データの相関 
 
ここでは３つの健康度の相関係数に着目する(図 1)。身体的健康度では、精神的健康度
(0.34)、社会的健康度(0.40)、睡眠の規則性(0.35) 、睡眠の充足度(0.51)およびストレス回
避行動(0.62)が 5%水準で有意を示し、食事の規則性(0.25)が 1%水準で有意を示した。 
 精神的健康度では、睡眠の充足度(0.25)およびストレス回避行動(0.45)が 5%水準で有意
を示し、運動行動(0.26)と睡眠の規則性(0.25)が 1%水準で有意を示した。 
 社会的健康度では、運動行動(0.34)およびストレス回避行動(0.42)が 5%水準で有意を示
し、食事のバランス(0.29)が 1%水準で有意を示した。(図 1) 
 
図 1 個人データ(3つの健康度と生活習慣の関連性 有意水準 5%  1％  ) 
 
 
 
 
３．グループ別データの相関 
 
まず、3 つの健康度の相関係数に着目すると、身体的健康度は睡眠充足度(0.75)と 1％
水準で有意を示し、社会的健康度はストレス回避行動(0.75)と 1％水準で有意を示した。 
 次にダンス創作能力の相関係数に着目する。動きの深さは動きの数(0.87)および並びの
数(0.81)と５％水準で有意を示し、評価(0.72)と１％水準で有意を示した。動きの広さは
休息(0.87)と 1％水準で有意を示した。並び方の数は、並び方の深さ(0.67)および評価
(0.77)と１％水準で有意を示した。(図 2) 
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図 2 グループ別データ 
（3つの健康度と生活習慣、ダンス創作能力相互の関連性 有意水準５％  有意水準 1％  ） 
 
４．主成分の命名 
 
負荷量±0.59 以上の項目に着目し、第 1 主成分を「身体的健康とダンス創作能力」、第
2主成分を「休息と動きの広さ独自さ」、第 3主成分を「精神的健康」、第 4主成分を「社
会的健康」、第 5主成分を「食事のバランスと並び方の深さ」とした（表 6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表6　主成分分析
項目／成分 1 2 3 4 5
動きの数 0.92
動きの深さ 0.87
評価 0.78
並び方の数 0.75
並び方の広さ 0.73
身体的健康 0.68
睡眠の充足度 0.59
並び方の独自さ 0.59
嗜好品を取らない -0.74
動きの広さ 0.74
休息 0.73
動きの独自さ 0.63
食事の規則性 0.6
運動行動･条件あり -0.64 -0.66
運動意識あり -0.81
睡眠の規則性 0.84
ストレス回避行動 0.78
精神的健康 0.7
社会的健康 0.74
並び方の深さ 0.65
食事のバランス 0.62
固有値 6.26 4.68 3.17 2.7 2.1
寄与率（％） 29.79 22.29 15.1 12.87 9.82
累積寄与率（％） 29.79 52.08 67.18 80.05 89.88
身体的 休息と 精神的 社会的 食事の
成分の名称 健康と 動きの 健康 健康 バランスと
ダンス 広さ 並び方の
創作力 独自さ 深さ
アルファ係数 0.7 0 0.69 　　－ 0.09
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５．主成分得点と高評価を得たグループの表現の特徴 
 
主成分得点表（表 7）を元に、高評価を得た 3グループの特徴を見る。 
1 班は「収穫祭」というテーマで、躍動的で律動的な動きの表現に特徴が見られた。特
に並び方では横 2 列や円形からの変化の深め方がとても鮮やかであり、第 5 主成分「食
事のバランスと並び方の深さ」（2.28）が著しく高得点を示した。 
3 班は「繁殖」というテーマでボディの波動的な動きや床に転がる動きが独創的であり、
第 2 主成分「休息と動きの広さ独自さ」(1.49)と第 3 主成分「精神的健康」(1.13)が高得
点を示した。  
5 班は「IMORUI」というテーマで、メンバー同士のコミュニケーションの面白さを表
現しており、第 1 主成分「身体的健康とダンス創作能力」(1.93)と第 4 主成分「社会的健
康」(1.36)が高得点を示した。 
また、表 7のグループごとの第 1～第 5主成分の平均値を比較すると、高評価を得た 5
班(0.47)、3班(0.45)、1班(0.23)が、この順に高得点を示した。 
 
　表7　主成分得点
グループ 発表 評価 第1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分 第5主成分 第１～第５の平均値
1 収穫祭 5 -0.11 -1.09 0.42 -0.33 2.28 0.23
2 無題 4 -0.02 1.7 -1.59 0.18 0.74 0.2
3 繁殖 5 0.4 1.49 1.13 -0.93 0.17 0.45
4 生命の神秘 3 -1.04 -0.22 1.17 -0.13 -0.42 -0.13
5 IMORUI 5 1.93 -0.66 -0.15 1.36 -0.12 0.47
6 無題 4 0.13 0.24 0.56 0.39 -0.92 0.08
7 無題 4 0.85 -0.62 -0.33 -1.56 -0.91 -0.51
8 無題 3 -1.05 -0.88 -1.47 -0.5 -0.54 -0.88
9 無題 3 -1.09 0.05 0.24 1.51 -0.29 0.08  
 
 
６．尺度の信頼性分析 
 
算出したアルファ係数は第 1主成分が 0.70、第 2主成分が 0.00、第 3主成分が 0.69、
第 5主成分が 0.09である（表６）。 
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Ⅳ．考察 
 
１．予備調査項目と「健康度と生活習慣総合得点」の度数分布 
 
健康状態に関して、あまり健康ではないと答えた学生が全体の 22.2％を占めたのに対し、満
足度においてはややおよび非常に不満足と答えた学生が 50.8％にまで上昇している点が興味
深い。これは、健康状態は良いのに健康に不満を感じる学生が少なからず居ることを示しており、
その要因の一つは生活習慣にあると推察される。運動習慣のない学生が 51.5％にまで及ぶ点や、
生活習慣が望ましくない学生が 63.5％もいる点に示されている。 
 
 
2．個人データの相関 
 
個人データの相関からは、以下のことが読み取れる。身体的健康、社会的健康、精神的健康
は、ストレス回避行動との関連性が強い。精神的健康や社会的健康は、身体的健康や運動行動
と関連がある。また、精神的健康と身体的健康は、睡眠の規則性や充足度と関連がある。 
心身の健康にはストレス回避行動、運動行動および睡眠が重要であることが再認識できる結果
といえよう。 
 
 
３．グループ別データの相関 
 
グループ別データの相関では、身体的健康は睡眠充足と関連があり、社会的健康はスト
レス回避行動と関連のあることが示された。これは個人データをグループごとに凝縮した
結果と捉えることができる。 
また、評価は、動きの深さや並び方の数と高相関を示したが、このことから、発表した
ダンスの完成度、構成の良さおよびテーマの独創性についての評価は、基本となる動きを
発展させた数や、並び方の数を多く創作することと関連することが示されたといえよう。 
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４．主成分分析から捉えるダンス創作能力と健康度・生活習慣の関係 
 
第 1 主成分では、ダンス創作能力の内、動きの数、動きの深さ、評価、並び方の数、
並び方の広さおよび並び方の独自さは、身体的健康度や睡眠の充足度と関連が深いことが
示され、運動行動・条件があることや嗜好品を取らない習慣とは対極の位置づけであるこ
とが示された。 
第 2 主成分では、ダンス創作能力の内、動きの広さや動きの独自さは、休息や食事の
規則性と関連が深いことが示され、運動行動・条件があることや、運動意識があることと
は対極の位置づけであることが示された。 
第 3，4 主成分では、ダンス創作能力と精神的健康や社会的健康との関連は示されなか
った。 
第 5主成分では、並び方の深さと食事のバランスとの関連が示された。 
第 1 主成分において、ダンス創作能力が身体的健康や睡眠の充足度と関連があること
が示されたが、これは本研究の冒頭での推察を裏付ける結果だといえよう。また、筆者の
先行研究ではダンス創作能力と運動行動との関連が示されたのに対して今回は示されなか
った要因としては、今回の予備調査においても示されたように、運動習慣のない学生が
51.5％にも及び、運動を行うグループが形成されなかったことと関連すると推察される。 
 
 
５．主成分得点平均値から捉えるダンス創作能力と心身の健康の関係 
 
表 7 の主成分得点平均値からは、発表したダンスの完成度、構成の良さおよびテーマ
の独創性において高評価を得たグループは、他のグループよりも動きや並び方の創作能力
が高く、身体的、精神的、社会的健康度が高く、睡眠の充足度が良好であると言えよう。 
 
 
６．尺度の信頼性分析 
 
算出されたアルファ係数から、第 2，5 主成分の尺度は信頼性が低いといえよう。した
がって、主成分分析の結果の内、第 1，3，4 主成分を重視して考察するのが良いだろう。 
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Ⅴ．まとめ 
 
本研究は、ダンス創作能力と心身の健康の関連性を探ることを目的とした。この目的の
ために、健康度・生活習慣検査と創作ダンスの授業を、ダンスを専門としない女子大学 1
年生 67 名に 2003 年に実施した。これらの検査項目やダンス創作能力を独自の方法で得
点化し、その得点化したデータを主成分分析法で分析し、以下の結果が得られた。 
１．心身の健康には、ストレス回避行動、運動行動および睡眠が関与している。 
２．発表したダンスの完成度、構成の良さおよびテーマの独創性についての評価は、基
本となる動きを発展させた数や、並び方の数を多く創作することと関連することが示さ
れた。  
３．ダンスの動きや並び方を創作する能力は、身体的健康や睡眠の充足度と関連が深い
ことが示された。 
４．発表したダンスの完成度、構成の良さおよびテーマの独創性において高評価を得
たグループは、他のグループよりも動きや並び方の創作能力が高く、身体的、精神的、社
会的健康度が高く、睡眠の充足度が良好であることが示唆された。 
 
 
Ⅵ．今後の課題 
 
尺度の信頼性が低い主成分が見られたので、調査項目について今後の検討が必要であろ
う。たとえば野口 11の提唱する健康度調査では、心理的健康、社会的健康、身体的健康、環境
的健康および認知的（思考的）健康に分類しているが、各分類の尺度は本研究で用いた尺度と
は捉え方が異なり、特に精神的健康度や社会的健康度を測る質問項目は大きく異なる。特性的
自己効力感尺度、主観的幸福感尺度、アイデンティティー尺度、自己受容度尺度 12 など精神的
健康を測定する尺度も数多くある。こうしたことも踏まえ、より妥当な項目を選別してゆくことが望ま
れよう。また、ダンス創作能力についても動きや並び方の創作能力に止まらず、更に数値化可能
な調査項目を検討していくことが望まれる。 
筆者の一連の研究では、ダンス創作能力と心身の健康の関連性が見出されてきたが、この結
果を一般化するにはさらにデータを増やす必要があるだろう。今後もダンス創作能力とは何か、
健康とは何かを検討しつつダンス教育や健康教育のあり方を模索していきたい。 
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